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メニューの仕込み

「Pop Spoon Cafe」営業 片付け、翌日の準備 帰宅、夕食 就寝

メニューの試作イベント等の打ち合わせ、
雑誌で紹介するメニューの撮影

契約農家から新鮮な野菜が届けられるので、お店につくのは早い。メニューの試作はひとりでじっくり取り組むのでお店
の閉店後にしている

自宅で映画鑑賞。図書館や書
店でゆっくり本を探したり、読書
するのも好きですね。趣味と実
益を兼ねて、デパ地下の食品
店めぐり、人気飲食店の食べ歩
きなども。

「Pop Spoon Cafe」ではカフェ
として営業しているほか、妊娠
を望む独身女性や妊婦中の
方、 そして離乳期、幼児期の子
どもを持つママたちにむけて料
理教室、セミナーを開催してい
ます。

1980 年、旭川市生まれ。フード
コーディネーター、ウェディング
プランナーを経て、2009 年栄養
士免許取得。マタニティフード
アドバイザー、栄養士として活
動。2013 年５月、カフェ「Pop 
Spoon Cafe」を西区琴似にオー
プン。 http://pop-spoon.com/

PROFILE

　ウェディングプランナーとして 500 組以上のカップルの結
婚式をプロデュースしてきました。入籍と挙式を同じ日にす
ることは少ないこともあって、結婚式のときは新婦が妊娠し
ていることがあります。その際に気づいたのは、多くの女性が、
妊娠して初めて食生活を見直していること。もともと ｢食｣
に関する仕事をしたかったので、思い切って仕事を辞め、短
大で栄養士の勉強をしました。そして、これから命を育む女
性の体づくりを、食事を通してサポートしたいという思いか
らマタニティフードアドバイザーの活動を開始。子どもを連
れて気軽に寄れるように、離乳食やプレイルームも完備した

「Pop Spoon Cafe」で料理教室やイベントを随時開催。また、
産婦人科や雑誌などで、いのちを育む食のある暮らしを提案
することが、健やかでやさしい未来に繋がることを願って活
動しています。

食べることは、生きること。
健やかな暮らしを応援したい

INTERVIEW

熊谷 しのぶ
Shinobu Kumagai3

❶
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プライベートの過ごし方

現在の仕事（活動）について
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何度か転職を経て、いまの仕事
にたどり着きました。回り道だっ
たのかもしれませんが、これまで
経験したことは今すべていかさ
れています。やりたいことと違うこ
とでもチャンスがあれば挑戦し
てみること。それによって開ける
道もありますよ。

栄養士として、マタニティフードア
ドバイザーとして、命を育む、楽
しいおいしさを伝えていきたいで
すね。「人生はじめてのごはん」
である離乳食のランチ会を毎月
２回定期開催していますが、乳
幼児のいるママさんの交流の場
でもあります。情報発信と交流
の場を増やしていきたいです。

女性が元気なまちは、活気が
あっていいですよね。子どもも明
るく健やかに育つのではないで
しょうか。「女性だから」というよ
り、「女性ならでは」の感性や経
験をいかすことが大切ではない
でしょうか。

北海道では札幌が交通の要
所なので、どこへ行くにもアクセ
スがいい。メディアも多いので
情報発信しやすいと思います。
札幌で活動・発信することで北
海道に広められるのではないで
しょうか。

乳幼児期は子どもにとっても母
親にとっても大切な時間なの
で、育休制度の増加、期間延
長などができるといいのではな
いでしょうか。また、数時間子ど
もを預かってくれる場所がある
と、育児の息抜きやリフレッシュ
にもなるので助かると思います。

自宅では時短料理ばかりになっ
ていますが、試作メニューを食
卓に出すと感想をもらえるので
とても助かっています。また、家
に着いたら気持ちをオフにしす
ぎず、すぐに掃除や洗濯をすま
せ、終わってからゆっくりするよう
に心がけています。

前職のウェディングプランナー
で結婚式のプロデュースを担
当したカップルが、子ども連れ
で「Pop Spoon Cafe」に来て
くれました。結婚、子育てと、そ
の後の生活もサポートさせても
らっているように思えて、とてもう
れしかったです。

妊娠・出産するときは産婦人科
でお世話になることができます
が、女性の体は出産後も変化
があり、その栄養管理はとても
大切。以前、産後間もないお客
さまから食事のことを通して体
調の相談をうけたとき、「相談で
きるところがあってよかった」とよ
ろこばれました。

❶ ❷

❸ ❹

活動を望む女性へのメッセージ今後の目標・展望など社会で女性が活躍することについて札幌を拠点に活動することについて

女性が活動する上で不足していること仕事と家事の両立で工夫していること忘れられないエピソード「やりがい」だと感じられること

命を育む女性の体づくりを「食」を通して提案

❶ 札幌市西区琴似２条５丁目４にある「Pop Spoon Cafe」。営業は11時～16時、土日祝休み
❷ウェディングプランナー時代（左）
❸離乳食ランチ会の様子
❹ 彩り豊かでつくるのも楽しい離乳食とキッズ食。ご希望の方にはレシピをお渡ししている
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